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 『Studio“F”』Ｎｏ.３の発行です。 

 寒さもひとしお身にしみるころ、みなさまはいかがお過ごしで 

しょうか。親楽派遣も５団体の実施が終了し、１月には小 

学校入学説明会用親楽プログラムの依頼がありました。 

 今回の通信は、9 月から親楽ファシリテーター派遣が 3 団 

体あり、その内容を載せました。あわせて、親楽カフェの案内 

をしたいと思います。 

 

 

 

TOPIC 

・親楽カフェ開催について 

・親楽プログラム実施について 

① 古志原地区社会福祉 

協議会子育て支援部 

② 大野幼稚園 

③ 湯町保育園 

親楽ファシリテーター通信 

古志原地区社会福祉協議会子育て支援部部員研修 in 古志原公民館 

親楽プログラム実施 8 月 5 日（木） 
 古志原公民館で親楽プログラムを実施しました。福祉協議会の子 

育て支援部が小学校の保護者とどのように関わっていくかを、親楽プ 

ログラムを通して考えました。 

 「“オトナ”の役割を考える」【ランキング】（参加者６名） 

川岡 あゆみ ファシリテーター 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪参加者の感想≫ 

・実際に保護者さんとどう接していこう

かと思っていました。具体的なことも

教えていただきました。自己紹介のと

きにの視点を変えるたい焼きカード

は、なるほどと思いました。何をしてい

けばいいのか悩んでいましたが、何

とかなりそうです。ありがとうございまし

た。 

・今後の活動、子どもとの接し方のヒ

ントになる話でした。今日のつながり

を大事に取り組んでいこうと思いま

す。 

親楽カフェ in 竹矢公民館 
 今回、新型コロナウイルス感染が落ち着いていると判断し、親楽カフェを実施することにしました。通常、教育

委員会室で行っていましたが、なかなか出にくい時間帯ということもあり、今回は 

12月15日（水）夕方の１８：３０～ ２０：００ 竹矢公民館で実施することにしました。 

【内容】 

・顔合わせ＆カフェ   ・入学説明会用親楽プログラムの演習 

 
参加できる方は、12/10 までに生涯学習課（津森・山田）まで連絡をお願いします<(_ _)> 



  

 

松江市教育委員会生涯学習課  担当：津森、山田 
〒690-8540 松江市末次町86   TEL：55-5288   FAX：55-5543 

E-mail : oyagaku@city.matsue.lg.jp 

大野幼稚園 親楽プログラム実施 １０月２７日（水） 
保護者懇話会として実施しました。 

「こんな子どもにそだってほしい」【ランキング】（参加者６名） 

荒木 伸子 ファシリテーター 

 

 

 

 

 

 

 

≪参加者の感想≫ 

・講話を一方的に聞くスタイルでは

なく、いろんな意見を交換し、ア

ウトプット、インプットして、とても心

にしずまるし、考えるし、身になる

時間でした。思うようにならない

のが子育てだということを念頭に

おいて、「育てよう」ではなく「一緒

に楽しんで一緒に育とう」というス

タイルでいきたいと思います。 

・自分自身が普段わが子にどん

なことを思って子育てをしている

のか振り返るいい機会になりまし

た。最後話していただいた家族

での合言葉を大切にしていけた

らいいなと思いました。 

湯町保育園 親楽プログラム実施 １１月１９日（金） 
保護者研修会として実施しました。 

「私のほめ方・しかり方」【ロールプレイ】（参加者１６名） 

川岡 あゆみ ファシリテーター 

 

≪参加者の感想≫ 

・親楽プログラムを主催していただき、

ありがとうございます。最初は何をする

だろうと緊張していましたが、グループ

ごとにデスカッションをしていくうちに、そ

の延長で、日々の子どもたちの様子

や悩み事を共有することができ、とて

もためになりましたし、楽しい時間となり

ました。 

・いろいろな人の意見を聞けて、さまざ

まな気づきがありました。わかってはい

るけど、その時になると冷静に言えな

かったりすることもあるけど、なるべく子

どものためになる言い方ができるように

気を付けたいと思います。 

 大野幼稚園での親楽プログラムですが、実施を決めていただいた理由

は、園長会での親楽 PR でした。今後も親楽 PR 続けていこうと思いまし

た。この日の親楽プログラムは、延長可ということだったので、70分程度行い

ました。参加者が 6 名ということもあり、「どんな子どもに育ってほしいのか」じ

っくりグループワークができました。園長先生から、「保護者さんがあんなに話

をされたのは初めてだったので、よかったです。」と言われました。山田もグル

ープワークに参加しましたが、とても楽しいひと時を過ごさせてもらいました。 

 今年度 5 件目の親楽プログラムでした。参加者の感想から、親楽

プログラムは押し付けではなく、参加者が自ら気づき、学ぶものだと再

認識しました。また今回は、湯町保育園の「保護者が小学校入学に

向けて周りと比較せず、子どもたちが自分のことを自分でできるように

見守ってほしい」という願いを受けて、アドバイスタイムで川岡さんに入

学に向けての話をしてもらいました。 

mailto:oyagaku@city.matsue.lg.jp

